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　ひんここ祭は，大矢田神社の例大祭（10月第三土曜日と翌日曜日）に行われるもので，
室町時代の寛正三年に始まったと伝えられています。1999（平成11）年には，「記録作
成等の措置を講ずべき国の無形民俗文化財」に選ばれました。
　例大祭で行われるひんここ祭とは，大神様を御神輿で大矢田神社からお旅所へ送迎す
る御神幸，笹渡り，獅子渡り，ひんここの舞など氏子による奉納神事の総称で，五穀豊
穣（ほうじょう）や疫病退散を祈願するお祭りです。
　11月第四日曜日には，大矢田ひんここ祭保存会により，「ひんここの舞」が演じられます。
ひんここの舞は，農民が麦まきをしているところへ大蛇が現れて，農民を次々に飲み込
んでしまい，そこへ須佐之男命（すさのおのみこと）が現れて，大蛇を退治するという
物語を演じるもので，五穀豊穣を祈願する素朴な人形劇です。ひんこことは，定説は不
明ですが，お囃子が「ヒンココ，チャイココ，チャイチャイ，ホーイ」と聞こえるとこ
ろからとも言われています。ひんここの舞に登場する人形は，須佐之男命と二役を演ず
る祢宜殿（ねぎどの），農民，大蛇で構成されます。
� （写真・文：美濃市観光協会）
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